








2. 1 rちょ っと」と「ちょっ とした」の基本的意味用法
「ちょ っと」の越本的な意味JI]法と言えば、やはり数民の少ないことや限度の小さいこ
とを表す。例えば、
( 1 ) rちょ っと、アンコのsが少な過ぎちゃ ったんだけど」
(t仔ラ野綾子 『太郎物鰐』
( 2) rだけどど1、、ちよ つとシソの謀.が入ると、うまいでしょうJ
(仔野綾子 『太郎物符J)
( 3) rちょ っと待ってから油がのぼってくる。手で温めたらはやくなるよ」
(開高値 『パニックJ)




ながら飲むと、 一合も飲めばち ょっ と酔った気分になれるんだ」
(升:伏鱒二
( 6) rおおむね J賛成するが、僕はちょっと逃うんですJ (合野綾子
( 7 )ちょ っとしたかすり傷だからだいじようぷだよ。〈注 1) 
( ，g)敷石のちょっとした隙聞にも、雑草が恨をおろしている。(住2) 
以上、例文 (1 )と (2 )の中の 「ちょっとJは 「アンコJrシソの箆」の虫を袋し
例文 (3 )と (4 )の中の 「ちょっと」は「待つ」時間や「お母さんが閉会からI.Hてくる




( 2) (3) (4)) 0 B. 程度の小さいことを表す ((5)(6))。
一方、例文 (7 )と(8 )における「ちょっとしたJという慣用形式の用法を見ると


















































る 例えば、例文 (1 3)では、他人の話の途中で押しとどめるのは、勿論失礼なことで
ある それに、 「待って下さいJとたけ言うと、 「待つ」時間の長さは特に制限かない。聞
き手にとっては、負担をかけられることと言える。ところが、 「ちょっとJを用いると、聞
き手にその負担を小さく感じさせることができる。従って、 「ちょっと待って下さいJは「待
って下さいJより丁寧であると考えられる。そして、例文 (1 3)と閉じように、例文 (1 
4) iお話があります」と例文 (15) i伺います」も、話し手が聞き手に負担をかける発
話である。そこで、話し手は 「ちょっと」を用いて、その発話から聞き手にもたらす負担












( 1 8)あのう、ちょっとよくわからないんですけど、ここはどう いう意味なんで
すか。
( 1 9) i当時軍規はまだ厳正で、浜砂少尉が中隊長の命令無しに当日勝手に墜落機
をさがしに出かけたとは、ちょっと考えられないJ
〈阿川弘之 『山本五十六J)










(2 1 )What a marvelous meal you cooked! 
(あなたは何とすばらしい食事をお作りになったことでしょ う。)
のようなお世辞は、是認の原則によれば高く評価されるのに対し







































































































































































(注 1)飛田良文 ・浅田秀子 (1994)p. 291の例文を引用。
(注2)林史典・金子博・他 (1986)p. 494の例文を引用。
(注3)飛田良文 ・浅田秀子 (1994)p. 292の例文を引用。
(注4)ジュフリー ・N・リ ーチ (1987)p. 54の例文を引用 (池上嘉彦 ・河上誓作訳)。





① I'm terribly sorry to hear that your cat died. 
(あなたの猫が亡くなったと聞いて、本当にお気の毒に存じます。)
というのは、*I'm terribly pleased to hear that your cat died. (あなたの猫が亡く
なったと聞いて、本当にうれしく存じます)と対照すれば、丁寧である。にもかかわらず、
お悔みの表現には何らかの遠慮が伴う。それ故、 ①の代わりに、
② I'm terribly sorry to hear about your cat. 
のような言い方が好ましいであろう。また、共感の原則によれば、例えば、キャット・シ
ョウに入賞した人に、祝賀の言葉として、



































主6)林史奥 ・金子博 ・他 (1'986)p. 494の例文を引用
宝1)飛田良文 ・浅田秀子 (1994)P. 292の例文を引用
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